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 上記の文章は、近年社会的課題となっている「ヤングケアラー」に関し、文部科学省と厚生労働省の連携によるプロジェクト

チームがまとめた報告書、「ヤングケアラーの支援に向けた福祉・介護・医療・教育の連携プロジェクトチーム報告（令和 3 年 5
月）」からの抜粋である。こうした状況を踏まえて、学校教育において「ヤングケアラー」の状態にある児童・生徒に対し、具体

的にどのような対応が考えられるか、あなたの考えを 1200 字程度で答えなさい。 
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ヤングケアラーの背景には、少子高齢化や核家族化の進展、共働き世帯の増加、家庭の経済状況の変化といったさまざまな要因がある。こうし

た中で、ヤングケアラーは、年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負うことで、本人の育ちや教育に影響があるといった課題があり、

その心身の健やかな育ちのためには、関係機関・団体等がしっかりと連携し、ヤングケアラーの早期発見・支援につなげる取組が求められている。

（中略） 

また、調査報告書においては、世話をしている家族が「いる」と回答した中高生に対し、学校や大人に助けてほしいことや必要な支援について

質問したところ、「学校の勉強や受験勉強など学習のサポート」が 2 割程度あり、家族へのケアによる、学校の勉強や受験勉強への影響が懸念さ

れる。 

そこで、国は、教職員が行政機関へのつなぎを円滑に行うことができるよう、教育委員会におけるスクールソーシャルワーカー、スクールカウ

ンセラーの配置を支援し、福祉部局による必要な支援につなぐための教育相談体制の充実を図る。また、支援が必要なヤングケアラーに対しては、

民間を活用した学習支援事業と学校との情報交換や連携を促す。あわせて、学習支援を通じたヤングケアラーの見守り等を行う活動を支援する。 
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【出題の意図】 
本問は、近年社会的課題となっている「ヤングケアラー」の問題に関し、これの対応するための指針

を示すべく、文部科学省と厚生労働省の連携によって組織されたプロジェクトチームによる報告書、「ヤ

ングケアラーの支援に向けた福祉・介護・医療・教育の連携プロジェクトチーム報告（令和３年５月）」

からの出題となっている。今後、学校教育において「ヤングケアラー」の状態にある児童・生徒に対応

する立場として、一般的な学校の教員に具体的にどのような手立てが考えられるのか、受験生に考えさ

せる問題である。 

期待される答えとして、まずこれを現代における喫緊の社会的課題として的確に認識できているかが

問われる。そのうえで、こうした事象が生起したときに適切な緊急的対応が取れるか、さらに（管理職

に相談するなど）学校としての組織的対応に移行できるか、といった初期段階の対応姿勢が求められ

る。これは学校内におけるカリキュラムマネジメントの課題である。さらに次の段階としては、こうし

た課題を地域における福祉行政機関との連携課題としてイメージできるかが問われる。ここにおいて SSW

（スクールソーシャルワーカー）など、学校教育支援専門職への言及があればなお良い。また最終的

に、教員としての受験者自身の立場と、社会における「ヤングケアラー」問題との関係性にまで論議が

及ぶことが望ましい。 




